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カメラ

アングル

一
月
十
二
日
か
ら
一
月
末
に
か
け
、
平
成
二
十
三
年
度

営
農
計
画
樹
立
協
議
が
、
各
地
区
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

生
乳
生
産
の
状
況
は
、
夏
場
の
猛
暑
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
目
標
数
量
を
下
回
っ
て
お
り
、
目
標
数
量
達
成
は
厳

し
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
乳
量
の
減
少
、
乳
成
分
の
低
下
、

乳
価
の
値
下
が
り
、
飼
料
費
の
高
止
ま
り
な
ど
に
よ
り
、

農
家
経
済
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
酪
農
情
勢
の
見
通
し
は
、
景
気
低

迷
が
続
く
中
、
F
T
A
・
E
P
A
の
推
進
、
T
P
P
問
題

の
行
方
な
ど
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
の
中
、「
北
海

道
酪
農
生
産
体
制
強
化
対
策
」（
平
成
二
十
一
年
〜
二
十

三
年
の
三
ヵ
年
間
実
施
）
の
最
終
年
を
迎
え
、
国
内
消
費

の
拡
大
は
難
し
い
見
通
し
で
す
が
、
府
県
の
生
乳
増
産
が

見
込
め
な
い
予
測
で
あ
り
、
主
産
地
と
し
て
前
向
き
な
生

乳
生
産
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
当
J
A
の
酪
農
畜
産
の
安
定

的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
計
画
的
な
生
産
基
盤
の
整
備
強

化
を
図
り
、
生
産
性
の
向
上
及
び
安
定
に
向
け
、
情
勢
変

化
に
対
応
で
き
る
柔
軟
な
経
営
を
確
立
し
、
コ
ス
ト
低
減

に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
が
必
要
で
あ
り
、
向
こ
う
一
年

間
の
経
営
計
画
を
樹
立
す
る
た
め
、
真
剣
な
協
議
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

白　糠　地　区 音　別　地　区

幌　呂　地　区

営農計画樹立協議が実施される‼
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二
月
三
日
釧
路
全
日
空
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
釧
路
農
業
の
振
興
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
人
を
讃
え
る
「
第
十
八
回
二
瓶
賞
」（

二
瓶
栄
吾
翁
顕
彰
会
主
催
、

管
理
委
員
長：

釧
路
農
協
連
会
長）

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
農
業
指
導
の
部
で

当
Ｊ
Ａ
前
理
事
の
大
和
田
克
清
氏（

音
別）

が
受
賞
し
ま
し
た
。

氏
は
、昭
和
四
十
年
に
経
営
移
譲
を
受
け
た
後
、町
乳
検
組
合
長
、町
（
市
）

農
業
振
興
公
社
理
事
長
（
現
職
）、
町
（
市
）
農
業
委
員
及
び
農
協
役
員
等
を

永
年
務
め
、
農
業
指
導
者
と

し
て
地
域
農
業
の
発
展
に
寄

与
し
て
き
た
多
大
な
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
小
瀬

管
理
委
員
長
か
ら
表
彰
状
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
和
田
氏
は
謝
辞
で
「
今

回
の
受
賞
は
、
ひ
と
え
に
私

を
支
え
て
下
さ
っ
た
地
域
や

Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関
の
ご
指
導

と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り
、

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

地
域
農
業
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
な
ど
、
取
り
巻
く
課
題

も
多
い
が
、
地
域
と
と
も
に

今
後
も
精
進
し
た
い
。
」
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

謝辞を述べる大和田氏と和子夫人

間伐事業の検収を実施

二
月
十
四
日
、
農
協
山
林
の
間
伐
事
業
に
か
か
る

検
収
を
音
別
・
白
糠
地
区
に
於
い
て
地
区
役
員
及
び

担
当
職
員
の
出
席
の
も
と
行
な
い
ま
し
た
。

音
別
地
区
は
川
西
の
山
林
、
白
糠
地
区
は
和
天
別

の
山
林
で
、
そ
れ
ぞ
れ
現
地
土
場
で
「
く
し
ろ
西
森

林
組
合
」
筥
嵜
組
合
長
並
び
に
菊
池
参
事
よ
り
説
明

を
受
け
検
収
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
か
ら
は
市
況
状
況
等
に
つ
い
て
の
質

問
が
出
さ
れ
、
森
林
組
合
よ
り
昨
今
の
厳
し
い
林
業

情
勢
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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平成22年度 釧路地区JA女性部研修会開催される!!

一
月
二
十
日
、
二
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
あ

か
ん
遊
久
の
里　

鶴
雅
に
お
い
て
、
平
成
二
十
二
年
度

釧
路
地
区
J
A
女
性
部
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

丹
頂
女
性
部
か
ら
は
鶴
居
・
幌
呂
・
白
糠
・
音
別
の
四

支
部
よ
り
計
二
十
名
の
部
員
が
参
加
し
、
管
内
の
女
性

部
員
合
わ
せ
計
九
十
名
が
参
集
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
釧
路
管
内
の
J
A
女
性
部
員
が
集

ま
り
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
J
A
運
動
へ
の
理
解

と
参
加
促
進
、
各
種
文
化
活
動
の
展
開
、
そ
し
て
女
性

部
組
織
を
一
層
活
性
化
さ
せ
る
事
を
目
的
に
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
で
は
、
一
日
目
に
町
立
厚
岸
病
院 

理
学
療
法
室
技
師
長
久
米
正
志
講
師
に
よ
り
「
体
操

を
日
常
の
中
で
」
と
題
し
た
講
演
が
行
な
わ
れ
、
日
常

生
活
の
動
き
の
中
に
、
体
操
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入

れ
た
健
康
な
身
体
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
株
式
会
社
ア
ビ
サ
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
幟の
ぼ
り

立た
て

真
理
講
師
に
よ
る
「
お
砂
糖
で
キ
レ
イ
に
な
る
!
〜
道

産
て
ん
菜
糖
の
化
粧
品
シ
ュ
ク
レ
〜
」
と
題
し
た
ジ
ョ

イ
ラ
イ
フ
商
品
に
つ
い
て
の
研
修
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
J
A
浜
中
町
女
性
部
の
日
向
よ
し
み
さ
ん
に

よ
る
「
『
家
の
光
』
は
時
空
を
こ
え
て
」
と
題
し
、
家

の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
が
行
な
わ
れ
、
家
の
光
と
つ

な
が
る
家
族
の
き
づ
な
、
食
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い

て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、別
海
町 

水
沼
和
子
講
師
に
よ
る
「
デ

コ
ス
イ
ー
ツ
作
り
」
の
研
修
が
行
な
わ
れ
、
各
テ
ー
ブ

ル
に
分
か
れ
て
ケ
ー
キ
型
の
置
物
を
熱
心
に
作
り
上
げ
、

二
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
研
修
会
は
、
大
変
有

意
義
な
う
ち
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

懇親会でのアトラクション 「デコスイーツ作り」に挑戦

講演「体操を日常の中で」
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

エ
サ
の
水
分
を
把
握
す
る
こ
と
は
、

常
に
安
定
し
た
エ
サ
を
乳
牛
に
与
え
る

こ
と
を
可
能
に
し
、
生
乳
生
産
だ
け
で

な
く
、
乳
牛
の
健
康
維
持
に
も
繋
が
り

ま
す
。

一　

現
物
と
乾
物

　

手
に
し
た
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
の
エ

サ
を
現
物
と
言
い
ま
す
。こ
の
エ
サ（
現

物
）
か
ら
乾
燥
機
や
電
子
レ
ン
ジ
な
ど

を
使
い
、
水
分
を
完
全
に
取
り
除
い
た

も
の
を
乾
物
と
言
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
物
の
重
さ
に
占
め
る
乾

物
の
割
合
を
乾
物
率
と
言
い
ま
す
（
図

１
）。

二　

飼
料
給
与
に
お
け
る
注
意

　

写
真
１
は
い
ず
れ
も
乾
物
○
・
五
㎏

の
粗
飼
料
（
左
か
ら
乾
草
、
サ
イ
レ
ー

ジ
、
生
草
）
で
す
。
各
粗
飼
料
の
水
分

が
異
な
る
た
め
、
現
物
の
量
は
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
水
分
を
含
ん
だ
エ
サ

を
扱
う
と
き
に
は
、
常
に
乾
物
率
を
意

識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三　

簡
易
な
乾
物
把
握
方
法

　

酪
農
現
場
で
最
も
身
近
な
水
分
を
含

ん
だ
エ
サ
と
し
て
、
サ
イ
レ
ー
ジ
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

乾
燥
機
や
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
が
無
く

て
も
、
サ
イ
ロ
の
す
ぐ
側
で
、
簡
易
的

に
サ
イ
レ
ー
ジ
の
水
分
を
確
認
す
る
方

法
と
し
て
、『
ス
ク
イ
ー
ズ
テ
ス
ト
』

が
あ
り
ま
す
（
図
２
）。

① 

手
を
開
く
と
同
時
に
、
サ
イ
レ
ー
ジ

が
は
じ
け
る
よ
う
に
広
が
る
（
水
分

六
〇
％
以
下
）

② 

サ
イ
レ
ー
ジ
が
ゆ
っ
く
り
と
広
が
り
、

手
の
平
が
濡
れ
な
い
（
水
分
六
一
〜

七
〇
％
）

③ 

サ
イ
レ
ー
ジ
が
玉
状
と
な
り
、
手
の

平
が
濡
れ
て
い
る
（
水
分
七
一
〜
七

五
％
）

④
サ
イ
レ
ー
ジ
か
ら
汁
液
が
し
た
た
る

（
水
分
七
六
％
以
上
）

四　
 

乾
物
率
を
考
慮
し
た
サ
イ
レ
ー
ジ

の
取
り
出
し
方

　

サ
イ
ロ
の
上
下
で
は
乾
物
率
が
異
な

る
場
合
が
多
い
の
で
、
エ
サ
を
調
製
す

る
に
あ
た
り
、
各
ロ
ッ
ト
で
水
分
が
変

動
し
な
い
よ
う
に
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
取

り
出
し
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

○
バ
ケ
ッ
ト
で
取
り
出
す
場
合

上
か
ら
か
き
落
と
す
よ
う
に
し
、
常

に
全
面
か
ら
取
り
出
し
、
上
部
と
下

部
の
サ
イ
レ
ー
ジ
を
混
ぜ
る
。

○ 

取
り
出
し
機
を
用
い
る
場
合
（
写
真

２
）

常
に
縦
方
向
に
取
り
出
し
、
サ
イ
ロ

の
上
部
と
下
部
の
サ
イ
レ
ー
ジ
を
混

ぜ
る

　

ま
た
同
じ
サ
イ
ロ
で
も
、
サ
イ
レ
ー

ジ
を
取
り
進
め
て
い
く
う
ち
に
水
分
が

変
化
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
農
場
で
も
、
エ
サ
の
水
分

を
確
認
し
て
、
安
定
し
た
飼
料
給
与
を

心
懸
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
平
成
二
十
二
年
十
二
月　

作
成
）

写真１　乾物の量が同じ粗飼料
左より乾草、サイレージ、生草

エ
サ
の
水
分
を
把
握
し
ま
し
ょ
う

写真２ 取り出し機

図１　現物と乾物

図２　スクイーズテスト
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■平成22年度　生乳生産実績（12月）

月計乳量（kg） 12月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,280,880.2 97.2 76,219,962.8 98.2

（ 鶴 居 地 区 ） 2,641,171.5 95.2 25,068,476.0 97.8

（ 幌 呂 地 区 ） 2,286,970.5 98.5 20,525,016.3 99.5

（ 白 糠 地 区 ） 1,972,530.5 98.0 18,071,169.2 99.3

（ 音 別 地 区 ） 1,380,207.7 97.4 12,555,301.3 95.5

管 内 計 43,853,656.0 99.0 403,684,765.1 99.6

（ 前 年 度 管 内 計 ） 44,303,642.0 405,213,119.2

■平成22年度　生乳生産実績（１月）

月計乳量（kg） １月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,462,211.6 96.6 84,682,174.4 98.1

（ 鶴 居 地 区 ） 2,682,733.9 94.1 27,751,209.9 97.5

（ 幌 呂 地 区 ） 2,321,781.2 97.4 22,846,797.5 99.3

（ 白 糠 地 区 ） 2,046,412.1 97.6 20,117,581.3 99.2

（ 音 別 地 区 ） 1,411,284.4 99.1 13,966,585.7 95.8

管 内 計 44,826,149.0 98.7 448,510,914.1 99.5

（ 前 年 度 管 内 計 ） 45,406,875.3 450,619,994.5

家畜販売市況情報 
乳　牛  23年2月1日現在
□予想相場 （単位：千円）

種　別　
　規　格

登　　録　　牛
上 中

育成（８～ 12ヶ月） ３００　　　～　　　２２０

初　　　　妊 ６１０～５７０ ５７０～５３０
経　

産

２ 産 ～ ３ 産 ４１０　　　～　　　３６０

４ 産 ～ ５ 産 ３６０　　　～　　　３１０

初生とく  23年2月1日現在

初
生
と
く

規　　格 単　　価

６１kg～７０kg 都度協議

４５kg～６０kg １,０００円／kg

４０kg～４４kg ９００円／kg

（提供／ホクレン釧路支所）

黒毛和種 23年1月17日音更市場 （価格：円・体重：㎏）

畜種 性別 成立頭数 最高価格 最低価格 平均価格 平均体重 体重単価

肉
素

メス 525頭 719,250 141,750 399,154 288 1,388 
去勢 655頭 623,700 100,800 476,750 302 1,579 

（提供／ホクレン帯広支所）
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編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 昨日、鶴を見に鶴のねぐらがある雪裡川の音羽橋（おとわばし）に行ってきました。上

流にも下流にも一本足で立つ丹頂たちが見えました。今、高病原性鳥インフルエンザが

問題となっておりますが、丹頂への影響がないことを願っております。

□ 今年も、各地区での営農計画樹立協議が終わりましたが、また新たな年に向け、生産性

の向上及び経営の安定に向けた取組みを御期待しております。

辞  令  発  令
平成23年２月１日付
氏　名 異　　動　　後 異　　動　　前
高瀬　隆生 購買部長兼生産資材課長 購買部長
伊藤　敏弘 購買部　生産資材課考査役 購買部　燃料課長
鈴木　幸一 幌呂支所　購買課付課長 購買部　生活課長
中村　祐二 購買部　燃料課長 購買部　生産資材課長
菊地　哲男 購買部　生活課長 幌呂支所　購買課生活係長兼資材係長

理　事　会　報　告
12月定例理事会

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．定期監査（第３四半期末）報告について
４．内部審査の結果について
５．11月末財務状況について
６．事業の実施処理状況について
７．子会社の経営状況について

付議事項 
議案第１号　 信用事業方法書（金融機関等の業務代理）

の一部変更について

議案第２号　理事と組合との契約承認について
議案第３号　ＪＡ農業経営緊急支援資金の貸付について
議案第４号　融資の承認について
議案第５号　営農計画樹立基本方針の設定について
議案第６号　諸規程の一部変更について
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１．当面の業務日程について 

1月定例理事会

報告事項 
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．12月末財務状況について
４．平成22年度決算見込みについて
５．事業の実施処理状況について

付議事項 
議案第１号　監事監査の結果に対する回答について
議案第２号　営農振興資金の貸付について
議案第３号　融資の承認について

議案第４号　 北海道農業信用基金協会に対する出資増口
について

議案第５号　 平成23年度生乳生産基盤強化対策事業要領
の設定について

　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項 
１．平成22年度農家経営支援対策について
２．組合員の農業に係る現況照会について
３． 「TPP交渉参加反対１千万署名全国運動」の実施につ
いて

平成22年12月22日（水）

平成23年１月26日（水）
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